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1.は じめに

名古屋市街地中心部は中位段丘上に発達 し,その南東部は熱田台地や笠寺台地 をつ

くり,その段丘面は熱田面 と呼ばれている｡両台地の間を刻んで流れる山崎川に沿 っ

て,沖積低地が見られる｡ 熱田面が発達する台地の構成層は更新世後期の熱田層であ

り,熱田台地の地表で観察 される上部層上半部の層序は松沢 勲 ･嘉藤 良次郎 (1954)

などによって明らかにされている｡ また,熱田層全体の層序は桑原 徹 (1975)によ

って明確 にされ,砂層を主体 とし数層の粘土層を挟在す る上部層,厚い海成の粘土層

の発達する下部層,そ して､砂層を主体 とする最下部層か らなっている｡千数百本の

調査試錐を整理 して検討を, 日本建築学会東海支部 ･土質工学会中部支部 ･名古屋地

盤調査研究会 (1969)が行った名古屋地盤図の作成作業 を通 して,熱田層上部層の詳

細な層序の究明がされた｡ その後,名古屋市中心部の投影集積断面の作成作業 (桑原

徹ほか,1972;松井和夫ほか,1972)をは じめ として,熱田層の層序の検討や試錐

試料をもとに堆積相の解析がすすめられてきた ｡ こうした 1980年代 までの研究成

果を土質工学会中部支部 (1987)が最新名古屋地盤図にまとめている｡

最近,名古屋市では地下鉄や高速道路の工事がすすみ,その調査試料 によって熱田

層の堆積相についての新 しい情報が提供されつつある｡ 木曽谷第四紀研究会は,1991

年3月23日に,名古屋市高速度鉄道 6号線の工事区間にあたる瑞穂区甲山町二丁 目瑞穂

過 (標高4.70m)の地点 (第 1図◎印 :高速度鉄道6号線建設に伴 う土質調査工事ボー

リング孔No.138)で,最上部を除 く地表面下約12mまでの地質断面を観察する機会を

得た｡その際, 10数点の柱状堆積物試料 と植物遺体片を採取 し,古地磁気,火山ガラ

ス,珪藻化石および 11C年代測定について研究をすすめ,その一部の結果をここに報

告する｡

2.試料採集地点における堆積物の層相

試料採集地点の地質柱状図を第2図 に示す｡ ボー T)ング孔No.138を基点に柱状図 a

は北へ 20m,柱状図 bと C は南へ 10m離れた地点であ りbと C は隣接 している｡
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柱状図 aでは地表面下 3mまで欠落 し5mまでの地質断面を観察することがで きた｡

深度 3mか ら4mの問には河成硬層がみ られ,含有率60%の磯層である｡ これは平均

径 3cm～5cm最大径 7cmの中磯大のチ ャー トの亜円磯よ りな り,基質は粗粒砂である｡

深度4mか ら5mの間には熱田層の上部層がみ られ,暗青灰色の粘土層よ りなるが,

上位10cmほ乳灰色のシル ト層になっている｡

柱状図 bでは地表面下4.50mか ら6.60mまでの熱田層の上部層を観察することがで

きた(,深度4.50mか ら5.60mの間には暗青灰色の粘土層が堆積 している｡その中位,

深度5.20mには厚 さ10cmで淡黄土色の火山灰質 シル ト層が挟まれている｡ さらにその

上位には黄色を帯び平行薬理がみ られる｡ 深度5.60mか ら6.60mまでは極細粒砂層～

細粒砂層が堆積 し,その中位にはパ ミスを含む厚 さ約10cmの粗粒砂層が挟まれている｡

柱状図 C では地表面下 7mか ら11.8mまでの熱田層の上部層を観察することができ

た｡深度 7mか ら10.1mの間には極細粒砂層～中粒砂層が堆積 している｡ その中位深

度8.40mには径 1cmで淡灰色のパ ミスを含む厚 さ約10cmの粗粒砂層が挟 まれている｡

深度10.1mか ら11.0mの間には灰褐色のシル ト層が堆積 し,その最下位の厚 さ約10cm

は赤褐色を帯びチーズ状を呈 している｡ 深度11.0mから11.8mの間には含有率10%の

砂磯層が堆積 している｡ 平均径 1-3cm最大径 5cmの中確大のチ ャー トの亜円磯よ り

なり,基質は極粗粒のアルコーズ砂で,風化 した長石粒が多数の白い点 となって 目立

っている｡
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第2図 名古屋市瑞穂区瑞穂通りの地下鉄工事現場の地質柱状図､14C年代値と分析試料採取位置を示す
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3.試料採取

古地磁気 ｡火山灰 ｡珪藻化石 の各分析用試料の採取層準 と1/lc年代測定値 を第 2図

に示す｡

4.火山灰

火山灰試料は火山灰質 シル トをわんかけによ り水洗 し,乾燥 させた ものか らガラス

を30個取 り出 し, 屈折率 を温度変化型屈折率測定装置 "MA IOT"で古津 明が

測定 した ｡ 屈折率は1.499車1.5008(1.5002)で, 測定誤差は±0.0013と見積 もられる ｡

形状はバブル型が多 くβ-石英 を含むガラスもある｡ 屈折率, ガラス形状 などか ら､ こ

の火山ガラスはK-Tz(鬼界葛原)火山灰 に対比で きる｡ この火山灰の年代 について竹

本ほか (1987)はca75,000年 と している｡

5.14C年代測定

第 2図 に示 した 3露頭の 12層準 よ り植物遺体片を採取 し､その内か ら3試料 につ

いて,名古屋大学年代測定資料研究セ ンターの タンデ トロ ン加速器質量 分析計 によ っ

て '′lc放射年代 を測定 した｡結果 を第 2図中に示 した｡ 3露頭で 見られる熱田層上部

層が61,000yBPよ り古 い年代 に堆積 した とされる｡

6.珪藻化石

珪藻分析用の試料 をつ ぎのよ うに採取 した｡ 第 2図柱状図 C の砂磯層か ら上 に 10

cmの ところを sp lとして, 20cm間隔で上方 に sp7まで取 った｡ どの試料 も

凝灰質で, また,珪藻化石の産 出は少な く,唯一言十数で きたのは砂磯層よ り 110c

m上の sp 6であ った｡ sp 6において も珪藻化石の産 出は多くはな く, 200殻の

の計数 には時間 を要 した｡

産出 した珪藻化石の種構成の相対頻度を第 1表 に示 した｡ 出現種数は海生～汽水生

種が 26タクサ, 淡水生種が 17タクサであ った｡ 全体 として海生～汽水生種が優 占

した群集であ ったが, 淡水生種が 22.7% とかな り多 く見 られた｡優 占種 として

Biddu/phiaaurI'taとThalassJ'osirateDeraがあげ られ る｡前者 は北方沿岸性で 日本近

海では親潮中に現れる種 とされている｡ 熱田層下部層の海成層で優 占す るCycloteJla

stylorumとPara/iasu/cataの 2種は, 極少の産出であ った｡ この珪藻化石群集か ら

は比較的冷たい海水が侵入 しは じめた時期で,河川などか ら淡水 も流入す る,海進初

期の古環境が推定 される ｡

熱田層上部層 は砂層が優勢で珪藻化石の産出は少な く,海成層 については森 (1980)

が美和町 コアな どで僅か報告 している｡BidduJphJ'aaurJ'taが優 占す る珪藻化石群集は

当地域 の熱田層 中ではは じめての報告 となる｡
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第1表 珪頭化IT'の産tLHJ頻度
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